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６８ 全国の図書館で太宰治資料展 

青森県 五所川原市立図書館 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 青森県五所川原市字栄町

119 番地 

職員数 9 人 

うち司書数 4 人 

蔵書数 約 142,000 冊 

利用登録者数 約 12,000 人 

年間貸出冊数 81,824 冊 

（児童用図書貸出数 26,879 冊）  

  
【テーマ】連携 

【活動のねらい】 

 太宰治生誕 110 年記念に全国の図書館に協力を仰ぎ、太宰治作
品や関連施設の積極的な情報発信を行うことで太宰治の魅力を広
く伝える。 

 協賛館一斉に「太宰治資料展」を開催することで PR 効果を高め
る。 

 同じテーマで各図書館の展示の仕方を共有することで次の展示
（資料の魅せ方など）への参考とする。 

 今回の図書館連携が次の気軽な連携事業につながるようにする。 

 

 
 
 

 五所川原市立図書館では、全国の図書館と連携

して太宰治資料展を開催した。 

【企画の背景】 

 当市出身の作家太宰治の生誕 110 年を記念し、

また、当市及び県の西北地域周辺の観光客増加

につなげるため、そして、情報発信等の取組に

より地域振興に寄与することを目的として、

2018 年６月に県、市、市の太宰治関連施設で

「太宰治生誕 110 年誘客促進実行委員会」が

組織された。当館も実行委員会の下部組織に位

置付けられ企画を考えることになった。 

【経緯・コンセプト】 

 国立教育政策研究所主催の講座で知り合った

名古屋市の司書から、太宰治に関する資料の展

示を実施した際の写真を提供いただいた。 

 太宰治がテーマなら全国どこの図書館でも資

料展ができる、全国の図書館に展示をお願いで

きれば太宰治作品に触れてもらえるチャンス

が格段に広がる、展示写真を共有すれば次の展

示の参考になる（展示の仕方の研修にもなる）、

といった「発想」から、「太宰のふるさと五所

川原」の情報発信、図書館のネットワーク力の

発信もできると考え、「全国の図書館で太宰治

資料展開催要項」を作成、2019 年度の当館の

「主要事務事業」に盛り込み現実にしていった。 

【全国の図書館への呼びかけ方法とその結果】 

 前述の講座受講者グループ LINE で相談し、多

くの司書から協力可能との返事を得た。 

 普段から交流のある横手市立平鹿図書館（秋田

県）の司書や、大阪府立図書館の司書の力強い

協力を得て、メールや電話での呼びかけを行い、

47 都道府県 58 館で開催できることになった。 

【実施までの参加館との調整と展示の実施】 

 参加館へは依頼文、開催要項、当市開催の「太

宰治展」のポスター、生誕 110 年を記念して

県が作成したバッジ・しおり、太宰治関連施設

や当市観光パンフレットを送付し活用しても

らうこととし、展示の様子を撮影した写真のメ

ールや LINE での提供を依頼した。 

 展示を開始した図書館から続々と送られてく

る写真は、各館の Twitter やウェブサイトへの

リンクも貼って、当館 Facebook に投稿した。

Facebook への投稿をきっかけに参加した館

もあり、最終的に 47 都道府県 63 館で開催す

ることができた。 

 

 

 

取組・活動の概要 
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【発展的連携・企画】 

 徳島市立図書館との連携。「祭り交換展示」の

お誘いをいただき、「阿波おどり×立佞武多祭

り交換展示」を行った。それぞれの地に行って

みたくなるようなきっかけになればとの思い

が伝わり、利用者の方との会話も弾んだ。徳島

市立図書館の方からも「五所川原に立佞武多を

見に行ってみたい、という声がたくさん聞かれ

ました」と御報告いただき、実のある連携にな

った。 

 生駒市図書館の事例。「太宰治」をテーマにし

て「第 67 回ビブリオバトル in いこま」を行

ったと御報告いただいた。展示を次のイベント

にもつなげて、意味づけし深めるというとても

参考になる取り組みだった。 

 
 
 
 
 

 今ある資源や技術を様々な角度から見直し活

用することで、費用をかけずに大きな効果を得

られるように企画し実施につなげた。 

 
 
 
 
 

 今回、企画が実施できたのは、「太宰治」とい

うテーマが「展示できる」と館の規模を問わず

に思ってもらえたこと、自分事のように図書館

を紹介してくれた全国の司書の存在、突然の依

頼にも関わらず展示の実施を快諾してくれた

図書館のおかげである。太宰治作品に触れても

らうことも、「太宰のふるさと五所川原」を知

ってもらうことも、各館の展示担当者からの展

示の様子を知らせるメールや、Facebook での

コメント、シェア・リーチ数からも十分にでき

たと考える。また、SNS を活用することで効率

的・効果的に実施できた。 

 展示担当者から「全国の図書館で同じ展示をし

ている仲間がいると思うと嬉しい！」という声

が届いたことがありがたかった。全国の図書館

の資料展を写真で見て、斬新な工夫や自館展示

の見直すところなどたくさん知ることができ

た。今回の御縁を大切に、今ある「資源」をフ

ルに活用し、新しい技術も取り入れながら、多

くの市民に資料や図書館サービスを届けてい

きたいと考える。 

「太宰治資料展」を開催した全国の図書館 

全国各地から提供された「太宰治資料展」の写真 

太宰治資料展の様子 

太宰治資料展の様子 
 

 

     

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


